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アフガニスタン（オマール署名の指令書）について 

もちろんオマールの名前で命令書が出されると、ほとんどみながそれを守るだろう。政府

の中でもオマールの命令は必ず守らねばならない。オマールの最高指導者としての立場に

反対する人もいるであろうが、「アミール・ムミニーン」という称号で呼ばれており、これ

は世界のイスラム教徒は全部ということになる。世界のイスラム教徒の最高指導者はただ

一人「アミール・ムミニーン」である。タリバンの宗教指導者たちが集まって決めたこと

である。アフガニスタン以外ではそのようには考えないだろうが、アフガニスタンの中、

それもタリバン支配地域では「アミール・ムミニーン」のイメージが定着している。 

（指令書の意味）１９９９年１１月１７日。「２５号」 

署名はムラ（モスク指導者）・モハメッド・オマール・ムジャヘッド。イスラム・ハーデム

（イスラムの使用人）と書かれている。イスラムのために勤める人という意味である。イ

スラム教はアラーとコーランとモハメッドを含めた宗教、世界ではイスラムの国のために

勤める「使用人」である。 

（１） アフガン国民の遺産は何千年も前から残こっている。アフガン国民の文化、宗教、

考え方に配慮して、昔の政府、行政官たちは何千年も前から遺産を大切にしてき

た。内外ともにこうした遺跡を遺産と思ってきた。だから今もアフガニスタンの

イスラム行政官とアフガン国民は、この遺産を大事にしていかねばならない。 

（２） 個人的に勝手に遺跡を探すことはルール違反だと思っている。遺跡の周りに建造

物を建たり、耕作地として使用することもあってはならない。遺跡を守るためで

ある。 

（３） 遺跡や遺産を保存し大切にするために、遺跡の近くの軍隊、モスクの指導者たち、

国民の有名人、警察官たちは一般国民に説いていかなければならない。もし何か

があったら、国民は情報省の行政官、警察に連絡しなくてはならない。 

（４） アフガニスタン・アカデミーは、遺跡の調査,管理を行わねばならない。遺跡に

何かトラブルがあったら、調査して、情報省と協力して善処しなくてはならない。 

（５） 遺跡か土器の密輸監視のために、内務省、経済省、国内空港、情報機関は情報省

と協力しなくてはならない。 

（６） バーミヤンについての言及 

 

後尾には「経済省代理」「情報省代表」「内務省」「産業省」「アカデミー」「カブール市役所」

「最高裁判所」の各代理の署名が付されている。会議の担当である。日付は１９９９年１

１月１７日。命令書は「２５号」。「ファーマン」で「命令」の意味である。 

 

 命令書が出ると、その日か翌日にラジオで放送し、中身については行政官に配布する。

命令書と説明書で主旨の徹底を図る。 
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参考 

 

（オマール署名の指令書）2001年２月２６日 

2001年２月２６日の新たな指令書は、バーミヤンの大仏破壊の命令書である。彫像破壊命

令だった。 

 

 

破壊命令は国連の二回目の制裁が発動された後のことだった。遺跡保存の考えが変わった

時期はこの制裁の時期と重なっている。難民のキャンプで、一日で何十人もの子供たちが

死んだという情報が流れた時でもあった。家畜も何千頭も死んだといわれる後の制裁で、

国連に対する錯綜した気持ちが募ってきた。ビンラディン一人のためにアフガン国民がな

ぜ苦しまなくてはならないのかという疑念もあった。 

 

アフガンが置かれている全体情勢を見ることなく、ビンラディンひとりのために制裁を加

えるということで憤りも募ってきた。そんな状況を踏まえて大仏破壊という命令を出すに

至ったのであろう。 

 

 

 

 


